
方法書 つい 技術委員会意見等集約表 第２回審議分ま 案

№ 区分 委員名 意見要旨 事業者 説明 見解等要旨 取扱 摘要 意見等

1 業計画 梅崎委員

第 回審議
水路 い 第 回資料 【【番 イ あ

点線部 全 ンネ
ンネ 及び延長 く い

第 回資料 番 水路 土被 「00ｍ程度 深
い あ ンネ う 断面 通過

土被 「00ｍ 水槽 地表部
水 河川部 あ いう い

点線部 ンネ 計画
工法 内 約 ｍ 工法 報.【ｍ

ンネ 延長 約報.【ずＲ
最 土被 【5ｍ

後回答
水路縦断 及び ンネ 断面 い 第 回資

料1-1

記録

審議
必要 計

画内容 確
認等

「 業計画 鈴木委員

第 回審議
既設 第 発電所 新設 第 発電所 合わ 重0

日流 同程度 【0㎥/囲程 流 使用
現状 第 回資料 番 イ け

青線 緑線 間 姫川 流 水 新姫川
発電所 建設 場合 水 く い

1重0日 降 現 同 維持 流 問題
重0～1重0日間 流 【0㎥/囲 水 期

間 間 程度 あ 発電 業 あ
ッ う 思え

谷委員長
新姫川第 発電所 利用 水 既設発電所 少
い 既設発電所 設備 効活用 ッ
あ い

青線 河川 流 緑線 既設 姫川第 発電所 水
あ 両線 間 細く隙間 い 部 現

維持流 流 い 1.【堰㎥/囲 水
重0日 最大 水 現 「】.8「㎥/囲 堰0㎥/囲
合計5】.8「㎥/囲 重0日 降 国交省 常流

い 検討 行 い 現 維持流 1.【堰㎥
/囲 確保 予定

後回答
通常 水力発電開発計画 【0～重5日流 最適規模

今回 計画 最大 水 堰0㎥/囲 重0日流
あ 固定価格買 制度 活用 採算

断 建設後80 経過 既設発電
所 ッ アッ 施設

記録

審議
必要 計

画内容 確
認等

堰 業計画 富 委員

第 回審議
維持流 最 限 流 期間 大 く増え い

う い 記録

審議
必要 計

画内容 確
認等

報 業計画 澤委員

第 回審議
国交省 常流 協議 行 い 説明 あ

維持流 変更 協議
検討断面 流 測定 断面

現 流 い 流 1.【堰㎥/囲 減少 可能性 あ

新 検討断面 設け 適 維持 流 検討
協議

減水区間 断面 選定 段階 流試 行い適
維持流 決定

維持流 減少 可能性 い 思い 増加
可能性 あ

記録

審議
必要 計

画内容 確
認等

5 業計画 塩 委員

第 回審議
長 県側 行う工 土 発生 思う 土捨場
長 県側 設置

土 発生 工 新潟県側 あ 土捨場 新潟県
側 記録

審議
必要 計

画内容 確
認等

注 意見     ：技術委員会 ら知事 対し 述 る環境保全 見地 ら 意見 知事意見 作成 反映
参考意見 ：主 新潟県内 環境影響 係る環境保全 見地 ら 意見 新潟県環境影響評価審査会 事務局 伝達
記録     ：意見及び参考意見 し い 記録 残し事業者 伝えるも

資料２
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№ 区分 委員名 意見要旨 事業者 説明 見解等要旨 取扱 摘要 意見等

【 業計画 藤委員

第 回審議後追加意見
姫川 支川 流 イ 影響 い

後回答
イ 産地 あ 滝川 改変 行い

滝川 減水区間 流 姫川 合流 い 滝川
け イ 流 対 影響 い 考え

記録

審議
必要 計

画内容 確
認等

】 全般 塩 委員

第 回審議
他 業 アセ 書 参考 誤植 あ 予測式等

引用 い 例 あ け
文献 使用 い 例え 道路交通や工

関 環境影響評価 あ 国土交通省
新 い技術手法 表 い 準備書段階

指摘 く う 新 科学的知見
調 利用 い

谷委員長
法対象 業 経産省省 最優先 新

潟県や長 県 技術指針等 参考 け新
い合理的 方法 選 い い

予測評価 手法 い 最新 参照 う努力

意見

環境影響評価 実施 当
新 科学的知

見 入 最新 技術
手法 利用 努

文献や資料等 い

引用 出
明記

8 大気質 見山委員

第 回審議
第 回資料 報堰番 報報番 イ 工 用資 等
搬出入 伴う粉 建設機械 稼働 伴う粉

い 浮 粒子状物質 満５２ 測定 い 検
討願い い

谷委員長
大気 調査地点 新潟県側 い 粒子 大

い粉 け い状況 い 対応
い 検討願い い

後回答
本 業 改変面積 可能 限 最 化 う検討

い 害型建設機械 使用 進 計
画 あ ンネ ン ン 電動 検討 い

発電所アセ 手引 基 い 土砂粉 調査対
象 浮 粒子状物質 調査 行わ い計画

参考
意見

重番 約

工 用資 等 搬出入及び
建設機械 稼働 発生

粉 等 い 浮
粒子状物質 満５２ 調

査 予測及び評価 項目
加え 検討

重 大気質 谷委員長

第 回審議
8番 い 後回答 浮 粒子状物質 満５２ 測定
実施 い 改変箇所 新潟県側
業者見解 対 断 い 新潟県 委 い

参考
意見

8番

10 大気質 塩 委員

第 回審議
第 回資料 番 業者 見解 発電所

環境影響評価 手引 成1重 1 経 産業省原子力安
全 保安院 使 調査 予測評価 行う い

当 手引 今回検討 い 環境項目 網羅
い 方法書1報1 第報-「-「表。「) 【 予測

基本的 手法 保安院 手引 い 窒素酸
化物総 規制 ア 新 害対策研究セン

成1「 使用 記載 い
谷委員長

経産省 基本的 総 規
制 ア 同 記載 い 思う 確認願
い い

後回答
発電所アセ 手引 調査対象 環境項目 網羅

い 調査 行う環境項目 選定 発電所アセ
手引 基 い 行 い
発電所アセ 手引 大気汚染 予測式 窒

素酸化物総 規制 ア 新 害対策研究セン
成1「 参照 う記載 あ 記録

審議
必要 計

画内容 確
認等

11 大気質 谷委員長

第 回審議後追加意見
滝 大気 気象観測地点 駐車場 あ 程度

坦 隣 建 高 線 鉄塔 あ 山間
部 地形影響 あ 避け い 建 鉄
塔 影響 最 う 地点選定 必要 あ

後回答
当 地域 急峻 谷地形 く影響 少 い地点
選定 う心 け 現 調査地点 設定
現地 状況 第 回資料1-「

参考
意見

大気質及び気象 状況 現
地調査 い 地形や
建物 影響 最 地
点 適 選定
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№ 区分 委員名 意見要旨 事業者 説明 見解等要旨 取扱 摘要 意見等

1「 音 谷委員長

第 回審議後追加意見
姫川温泉 音測定地点 工 箇所 最 近い 戸

設定 思う 周辺 他 音源 影響 考慮 選定
い 現況測定 ッ ウン 把握
行う 距 近い け く 現況 音
い 考慮 地点 選定 必要 あ

後回答
選定 姫川温泉 宅周辺 静穏 環境 あ

確認 い
記録

審議
必要 計

画内容 確
認等

1堰 音 塩 委員

第 回審議
1「番 関連 音 予測結果 評価 う 行

う
姫川温泉 音測定地点 都 計画法 用途地域 指

定 環境基準 設定 い い 思う
う 対応

工 音 主 基本的 敷地境界
音規制法 規制値 足 い 主体
周辺 落 対 環境基準 対 適応状況

加味 形
現況 比較 影響 軽微 あ 主体

記録

審議
必要 計

画内容 確
認等

1報
水質
動物

鈴木委員

第 回審議
第 回資料 番 イ い 重0日 1重0日

100日間 現状 流 減少 影響 大 い
思わ 評価 記載 非常
心配 あ
本来 い 土砂 100日間堆積 流 多い時

流 姫川 濁 大 く 調
査項目 入 い い

自然 流 水生植物や底生生物 水質
化 水 水管 流 化 行わ

く 100日間 水質及び魚類 水生生物
大 影響 あ

魚類 底生生物 調査 い 方法書 い 調
査 計画 流 流況 変化
い 調査 検討

後回答
過去 水 流入 基 い 試算 減水区間 流

変化 示 資料 提示 第 回資料1-堰参
照 新発電所 稼働 維持流
日数 100日連続 く 適当 頻度 出水 起

出水時 濁 対 影響 軽微 あ
考え

第 発電所 水 堤 水 水 第 発電所→第七発
電所 水 堤→第七発電所→姫川大橋 流 いう経路

流 山本地先 水質 対 影響 え い
現況 山本地先 環境基準AA類型 足

水質 保持 い
減水区間 維持流 流 行わ 河川
自 作用 損 わ い 考え

流況 変化 影響 予測評価 行う
水質。B４）) 調査 行う計画 い 魚類
底生生物 い 水期 含 時期 調査 行い 現

生息状況 把握

意見 15番 約

姫川 水 及び 水
日数 増加 伴う減水区間

流況 変化 水質
影響 把握 中

間地点 い 水質 調
査地点 追加 予測 評
価 行う

15
水質
動物

藤委員

第 回審議
15番 い 調査 多い い予測評価

あ 調査 実施 望 い
流 減少 何 影響 確認 場合 調

査 実施 いう対応 得 い
谷委員長

供用後 後調査 対応 い 検討願い い

後回答
本 業 起因 流 水質調査結果 変化 現 場

合等 何 影響 確認 場合 後調査 実施
い 意見 1報番
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№ 区分 委員名 意見要旨 事業者 説明 見解等要旨 取扱 摘要 意見等

1【 水質 澤委員

第 回審議後追加意見
方法書５報-「】 【 予測 基本的 手法 い 予測

地点 流入 支川 生物化学的酸素要求 負荷
加え あ 方法書５報-堰報 第報-「-5 減水区間
流況変化 想定 川 負荷 加え 予測 評

価 実施 い

後回答
川や 他 支川 負荷 い 現況調査結果

基 い 流 負荷 － 流 負荷 ＝流入 支川
負荷 算出 水流 相当 負荷 設定

負荷 踏 え 姫川 流側地点 水質予測 行い 意見

姫川 減水区間 流況変化
考慮 支川

負荷 影響 相対的 大
く 川 影

響 大 い 考え 支
川 い 水質や流

現地調査 実施
精度 高い予測評価

う努

1】 水質 澤委員

第 回審議後追加意見
方法書５報-「】 】 予測地域 い 新姫川第 発電所

水 姫川第七発電所 砂地 直結 い
河水 水 影響 け 流況変化区間 姫川第七発電所

水 続く 考慮 評価 い

後回答
既設姫川第 発電所 最大 水 「】.8「㎥/ｓ 新姫川

第 発電所 最大 水 堰0.0㎥/ｓ 姫川第七発電所
最大 水 報重.0㎥/ｓ い

既設姫川第 発電所 姫川第七発電所 水路 直結
姫川第七発電所 最大 水 い 姫

川 河川維持流 確保 水 い
新姫川第 発電所 開後 姫川第七発電所 最大 水

水 姫川第七発電所 水設備 姫川 水

新姫川第 発電所 水 堤 姫川第七発電所
水 堤 間 姫川 流 い 河水 水

路 経 流 流況変化 生 姫川
第七発電所 水 変更 あ 姫川第七
発電所 水設備 流 流況 い 影響 及

あ

記録

審議
必要 計

画内容 確
認等

18
水質

土壌汚染
梅崎委員

第 回審議
ンネ 土 い 自然 来 金属 影響

や水象 影響等 あ 記載 い い う
対応

う ンネ 土 関 影響調査 水象 対
影響 調査 明記 い

各種資料や文献 対応 検討 い
ンネ 坑 付近 行 ン ア 用い 現
土壌汚染調査 行 結果 踏 え 専門家等

意見 聞 対応 検討
後回答
水路坑 ン ア 調査 土壌汚染 無い

確認 い
近隣 実施 共工 等 汚染土壌 関

情 入手 場合や 今後 調査 中 新 周辺地域
け 土壌汚染 情 入手 場合 土壌汚染

対策法 規定 基 適 対処 計画

参考
意見

1重,「0番
約

ンネ 掘削や土地造成
い 発生土 自然 来

金属等 含
あ 工 現場及

び土捨場 周辺地域 け
河川 地 水等 影響

い 調査 予測及び
評価 行う

1重 土壌汚染 富 委員

第 回審議
第 回資料 番 い ン ア 析

結果 土壌汚染 認 いう
いく 試料 析

実際 ンネ 掘削 区間 延長 考慮 わ
数止Ｒ ア 試料 非常 わ あ

け 心配 い いえ い
例え 掘削 際 同 蛇紋岩 岩 様子 変わ

兆候 あ 注意 対応願い い

水路 坑 地質調査 行 際 ア 試料
一箇所

後回答
掘削 際 蛇紋岩帯 岩質 あ 変化 見 け

場合 適 対応い

参考
意見

18番
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№ 区分 委員名 意見要旨 事業者 説明 見解等要旨 取扱 摘要 意見等

「0 土壌汚染 谷委員長

第 回審議
発生土置 場 調査 い 自主的 何 行う予定
あ

ンネ 掘削土 土盛 関連 実際 施工 際
堰000㎡ 形質変更 伴う 出 新潟県 行い

際 行 指 従 適 対応

参考
意見

18番

「1 地形 地質 富 委員

第 回審議
ンネ 掘削工 行う 環境影響評価項目

地形 地質 外 理解 い 限 イ
ン 改変 い 理 除外 項目 い

工 実施 環境要因 環境影響評価項目 入
い 対象 い あ 理 合

理的 説明

後回答
発電所アセ 手引 要 地形及び地質 環

境保全関 法 指定 い 既往調査
希少性等 観点 選定 い 学術

要 本計画 当
い 断 環境影響評価項目 選定

ンネ や土捨場 い 十 安定計算
行い 環境影響評価項目 選定 い

「「 地形 地質 富 委員

第 回審議
「1番 い 予測評価項目 選定 い 長 県環

境影響評価技術指針 長 県環境影響評価技術指針
ア 確認

県 技術指針 ア 地形改変 伴う
業 い 地形 地質 予測項目 選定

い 業計画地 険 い地形 特 地質 地
地帯 あ 考慮 掘削 伴う 業 地

形 地質 予測目 選定 当然 い
地形 地質 予測 評価 実施 い あ

方法書段階 審査 い 地 計画 関
蛇紋岩 糸魚川静岡構造線 関

補足資料 示
地形 地質 予測 評価 実施 予測評

価 項目 選定 準備書 い 結果 示

谷委員長
掘削 場所 新潟県側 地 等 誘発 河

川 土砂 崩 長 県 影響 懸念
業者 い ン や糸魚川静岡構造線
既 資料等 整理 検討願い い

長 県環境影響評価技術指針 ア 確認
い

後回答
地 計画 関 蛇紋岩

糸魚川静岡構造線 関 第堰回資料1-1～1-
5

新潟県 資料 水路 通過 地 防 区域
各種地 対策 業 実施 現 地区

内 い 地 起因 思わ 新 変状 認

面 深 最大低１-50ｍ程度 各種文
献 一般 ンネ 面 隔 ン
ネ ） 「） 地 防 区域 ンネ
断面）＝報.8重ｍ×「≒10ｍ あ い 「0ｍ あ 場合
影響 い い 多く 本計画 土被
1報1ｍ程度 十 隔 確保
既設 水路 変状 見 い や 計画地
直接 断 う 活断層 認 等

本計画 影響 軽微 あ 考え い
施工 あ 羽観察等 地山 状況 把握

必要 安定対策 実施い
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№ 区分 委員名 意見要旨 事業者 説明 見解等要旨 取扱 摘要 意見等

「堰 植物 大窪委員

第 回審議
方法書５1【】 植物相及び植生 体的 調査方法 記載

い 地域 石灰岩地域 特 や
地性 希少 植物 豊富 い 植生
現地調査 夏季 回 記載 い

う 場所 基準 植生及び植物相 調査 行う

植物 い 基本的 現地 外観 見 表的
植物群落 対象 調査 計画 い
植生調査 頻度 い 多く 種 確認

時期 夏季 設定 い 調査手法 い
検討 余地 あ
後回答

植生 調査地域内 相観植生 設定
群落調査 実施 植生 作成 調査時期 植

物種 出揃う夏季 必要 応 秋季 補完調査 行
い

植物相 調査地域内 踏査 生育種 確認 植生
調査 出現種 合わ 種 作成 調査時期

春 夏 秋 季

記録

審議
必要 計

画内容 確
認等

「報 植物 大窪委員

第 回審議
要 種 群落 い い ョン 長 県

ッ ッ 引用 い 昨 度出
新 い ョン 作成 評価 い

国交省 行 い 河川水辺 国 調査
使用 要 種や群落 い

御指摘 対応い

意見
堰堰,堰重番
約

植物 動物及び生態系
い 長 県 新潟県 最
新 ッ ッ

や国土交通省 河川
水辺 国勢調査 確認

調査 予測及び評価
行う

「5 植物 藤委員

第 回審議後追加意見
水 減少 水生植物 影響 懸念

現 植生 姫川沿い イン く 細 調
査願い い

長 県側 新潟県側い 植物相 見 種 豊
あ 石灰岩特 イ ョウ ア

セン ン 多雪地特
生育 い 可能性 あ

確認願い い

後回答
減水区間 河川 急峻 床固 砂防 堤 ッ

ン 護岸 異形 ッ 護岸
連続 区間 人工構造物 設置 い い区間

い 河床 料 岩～石 主体 い 出水
河床 安定 あ 植生 河原植生 水生植物

成立 い い状況 あ 考え
現況 河川 状況 把握 必要 応 減水区間 植
生調査 実施

調査時 貴 種 留意

意見
「【,「】番
約

業実施区域 周辺
イ ョウ ア セ
ン ン

等 要 種や群落
生育 い 可能性 あ

流況 変化
姫川 減水区間 い
希少種 生育 い 場合

あ う
考慮 適 現地調

査 実施 予測及び評価
行う

「【 植物 藤委員

第 回審議
「5番 い 後回答 内容 結構 植生 一

見何 い 非常 珍 い植物 生育 い 場
合 あ 意識願い い

後回答
現地調査 際 留意

意見 「5番

「】 植物 大窪委員

第 回審議
「】 「8番 回答 魚類 底生生物 い 中間地点

調査地点 設け 河床 出
い植生 あ 植物 い 要 植物群落や植物

調査地点 中間地点 追加願い い

地形 嶮 い 場所 調査 行え
両岸 類 生育 い 可能性 あ 河
床 含 く現場調査 行い

意見 「5番
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「8 動物 鈴木委員

第 回審議
第 回資料 58番 魚類 底生生物 調査
水 側 発電所側 調査地点 い 間 大

影響 け 思う 調査地点 い
工 中 影響 け く 水 開始 流

減少 100日間 影響 い 減水区間 姫川全体 底
生 い 調査 必要 い

谷委員長
土砂 堆積 姫川 流 流 わ 変化

中流 魚類 底生生物 現況調査 行い 水
変化 影響 予測 評価 趣旨 御指摘
調査地点 追加 い 次回 体的 回答 願い
い

現地 河川状況 Ｖ 渓谷 水 発電所地点
同 う 状況 あ 考え 水 工 発電所工
影響 直接現 地点 設定 い

県境 鎌倉沢付近等姫川渓谷区間 調査地点追加 検討

影響 評価方法 い 調査 回答 い

後回答
流況 変化 影響 検討 水 側 発電

所側 調査地点 他 中間地点 調査地点 追加
調査時期 水期 含 う 設定 流 少

い 魚類 底生生物 生息状況 確認

意見 「重番 約

姫川 水 及び 水
日数 増加 伴う減水区間

流況 変化 影響
考慮 中間地点 い

魚類 底生生物 生育及
び生息環境 状況 い
適 把握 調査地点

追加 予測及び評価
行う

「重 動物 陸委員

第 回審議
魚類 底生生物 調査地点 水 発電所 地点

可能 あ 中間地点 調査 実施 い

後回答
「】番 後回答

意見 「8番

堰0 動物
中 寛志

委員

第 回審議
第 回資料 「】番 イ 水 付近 長 県

側 ョウ 確認 い い
赤い線 示 長 県側 確認 い

記録

審議
必要 計

画内容 確
認等

堰1 動物
中 寛志

委員

第 回審議
長 県 ョウ 希少種 い 記載
い い

資料 確認 記載漏 あ 追加
後回答
第 回自然環境保全基礎調査 動植物 確認
準備書 修

意見 堰「番 約

水地点周辺 い 絶
滅危惧種 あ

ョウ ョウ 生息
い 食草 生育

状況 含 適 調査
実施

堰「
植物
動物

中 寛志
委員

第 回審議
第 回資料 5【番 イ 水 付近 半 500

ｍ 陸生動植物 調査範 水 流 大網発電所 含

付近 絶滅危惧種 い 調査願い い
絶滅危惧種 あ ョウ ョウ 食草

対岸 あ う 調査願い い 等 あ
御相談願い い

谷委員長
動物 県境 関 い 両県 調査 必要

い

大網発電所付近 含

う 調査 検討 い
後回答

県境 わ 水地点周辺約500ｍ 範 動植
物調査対象範 い ョウ ョ
ウ及び 食草 生育状況 い 現地調査時
考慮

意見 堰1番

堰堰 動物
中 寛志

委員

第 回審議
長 県 ッ ッ 動物 改訂 本
予定 現 段階 あ 県

ウン 基 い 調
査 行 い

後回答
指摘 新 い 長 県 ッ ッ 動

物 基 い 調査 行い 意見 「報番
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堰報 動物 藤委員

第 回審議
魚類 遡 い 造 生態系 大

問題 生 あ 第 回資料 【】番
イ 魚道 示 い 魚類 利用 い

魚道 利用状況 調査項目 加え い

谷委員長
魚類や水生生物 調査 一環 業開始前 段階
魚道調査 実施 方 い い

遡 状況 調査 実施 い 魚道 清掃時
魚類 確認 い 調査 実施 い 検討

後回答
魚道 魚類 移動や 河川 生態系 維持等 要 役

割 果 理解 い 現 魚道 機能
い 今回 新発電所 建設 関 環境影響 無関

あ 考え 魚道 利用状況調査 行い

意見
堰5,堰【,堰】番

約

魚道 利用 魚類 配
慮や 水 や 流

魚類 迷い込 防
い 施設 維持管理

環境 配慮
要 あ ンエ
ネ 商品 環境
配慮企業 け
一環 調査 実施

検討

堰5 動物 藤委員

第 回審議後追加意見
魚道 利用 い け 新 い魚道 作 自

然再生型 水力発電 う期

後回答
魚道 改良 新設 い 現時点 計画 い

意見 堰報番

堰【 動物 藤委員

第 回審議
堰5番 い 後回答 魚道 新設 計画 い い
あ 意見 趣旨 水 堤 作 80

前 異 現 工 自然再生 い 配慮
必要 いう あ 魚 遡 配慮い

い
谷委員長

ンエネ 商品 環境配慮企業 け
一環 自然 く 努力

今後 続け い 意見 あ

既設 魚道 昭和９ 造 機能
十 足 水 影響

け い う ン 製 構造物 前面 設け 魚道
勾配 関 10 「0 適 い

本魚道 1報 勾配 い
魚道 イ 一般的 階段 方式 あ 魚
休 う 設け 造 魚道

単体 機能 足 構造物 い

今後 環境 配慮 検討 い

意見 堰報番

堰】 動物 澤委員

第 回審議
千曲川水系 水力発電所 い 水 及び 流

魚 迷い込 防 対策 組 い 本 業
い 問題 い

既設 施設 い 迷い込 防 対策
い

既設 水 魚等 生物 迷い込 い 把握
検討願い い

谷委員長
施設 維持管理 自然環境 配慮 施設 点

検時 魚類 迷い込 い 目視 調査 配慮願
い い

水 い 流側発電所 砂地 直接接続
計画 あ 迷い込 対策 い 検討 い

水 側 い 特段検討 い
水 迷い込 等 い 実態調査 実績 あ

後回答
施設 維持管理 自然環境 配慮 施設 点

検時 魚類 迷い込 い 目視 調査い

意見 堰報番

堰8 動物
中 彦

委員

第 回審議
魚類 捕獲調査 体的 う 方法 実施 漁協 特 採 許可申請 際 漁 使用

い 許可 必要 実際 うい 魚 使用
現時点 決定 い

一般的 投網や 流 い箇所 あ セ ン
や 網 瀬 電気 ョッ 使用可能

地元 漁協 電気 ョッ 使用 い
色 示 い 協議 行い適 漁 選定

い

記録

審議
必要 計

画内容 確
認等
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堰重 動物
中 彦

委員

第 回審議
「報番 関連 新潟県 ッ ッ 改訂

予定 確認 対応願い い

後回答
成「【 1「 改訂 新潟県第 次 ッ

鳥類 確認 準備書 時点 映 意見 「報番

報0
植物
動物

生態系

中 寛志
委員

第 回審議
長 県環境影響評価技術指針 い 動物 植

物 関 参考文献等 確認 種 全
注目 種及び個体群 抽出 生態系 い

ン 主 対象 決 求 い 発
電所アセ 対応 う

谷委員長
県 技術指針 く準拠 進 い旨 意見
出 今 中 寛志委員 意見 県 技術指針

い 動植物 示 中
調査対象 決 方法 定 い う

方法 参考 実施 い 意見 い

務局回答
知 意見 技術指針 踏 え 環境影響評価 実施

う意見 述 可能 本 業 発電所アセ
特例 環境影響評価法 他 電気 業法 適用

け 県知 意見 経 産業大臣 述 形
業者 総合的 断

後回答
経 産業省 指 基 地域概況 け 動植物

既 資料調査 追加や生態系 再調査 行 現
生態系 方法書補足資料 作成 い 作成

あ 県 技術指針 定 方法 け参
考 い

意見

環境影響評価 実施 あ
地域特性 考慮

主務省 長
県環境影響評価条例 成
10 長 県 条 例 第 1「
号 長 県環境影響
評価技術指針 成10 ９

「8日長 県告示第報】【
号 等 内容 踏 え
適 調査 予測及び評価

行う

報1
触 合い
活動 場

鈴木委員

第 回審議
長 県側 釣 行わ い 行わ い あ

触 合い活動 場 検討項目 加え 必要 あ
い

谷委員長
漁協 状況 聴 願い い 方法書 段階 調査実施

い 記載い 準備書 い
い く方法 い 思う

滝川 流 姫川本川 釣 い 状況 あ
見 け 漁協 流 い 滝川 流

行 い う
状況 い 再確認い

後回答
漁協 聞 結果 減水区間内 流 行わ

周辺 滝川や大所川等 支川 イワ や
流 行わ い 情 得 釣

人 い 渓流釣 支川 主体 あ 情
得

意見 報「番 約

姫川 減水区間内 け
釣 人 活動状況 確認

人 自然 触 合
い活動 場 調査項目
加え 予測及び評価 行う

検討

報「
触 合い
活動 場

谷委員長

第 回審議
報1番 い 得 情 あ

い情 現時点 得 い いう理解
い

水生生物 現地調査 行う際 目視 釣 人 状況 確
認 可能 思わ 対応 検討願い い

釣 人 関 情 い 日釣 券 販売枚
数等 確認 地区 釣 い 現
時点 把握 い 記載内容 現時点 入
手可能 情

後回答
魚類 底生生物 現地調査 行う際 調査地点 確認

範 い 釣 人 状況 目視 確認

意見 報1番

報堰 他 谷委員長

第 回審議後追加意見
滝 土捨場 国道1報8号 先 走行
幅員 狭い区間 あ 一部 人家 沿道 あ
民 歩行や地元車両 通行 安全確保 要 環

境配慮 項

後回答
工 期間 交通誘 行う監視員 配置 等 交通安

全 十 配慮

参考
意見

国道1報8号 岐 先
土捨場 走行

幅員 狭い区間 あ
一部 人家 沿道

あ 民 歩行や地
元車両 通行 安全確保

い 十 配慮
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